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村
政
運
営
の
基
本
理
念
を
「
開
か
れ

た
村
政
、
住
民
本
位
の
村
政
、
公
正
、

誠
実
な
村
政
」
と
し
て
、
可
能
な
か
ぎ

り
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
村
に
対
す
る
意
見
、
提
言
を

聴
き
な
が
ら
、
新
し
い
村
づ
く
り
に
向

け
て
さ
ら
に
努
力
を
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
経
済
活
動
の
一
部
に
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
い
わ
れ
る
も

の
の
、
国
の
財
政
状
況
や
雇
用
環
境
な

ど
深
刻
な
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

国
庫
補
助
金
・
負
担
金
の
廃
止
や
縮

減
な
ど
に
よ
り
地
方
交
付
税
の
抑
制
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
務
や
事
業

の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
財
政
の

一
層
の
健
全
化
、
効
率
化
に
配
慮
し
て
、

創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
各
施
策
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
一
月
九
日

に
野
田
村
・
普
代
村
任
意
合
併
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。
小
規
模
な
合
併
で

も
旧
自
治
体
の
ま
と
ま
り
を
生
か
し
、

住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
効
果
的
に
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

広
域
で
処
理
で
き
る
事
務
に
つ
い
て

　

村
議
会
三
月
定
例
会
が
三
月
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
中
川
正
勝
村
長
は
「
地
方
交
付
税
や
公
共
事
業
の
削
減
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
行
財
政
の
健
全
な

運
営
の
た
め
に
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
機
動
的
・
効
率
的
に

各
施
策
を
展
開
し
て
住
民
の
期
待
に
こ
た
え
ま
す
」
と
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村�

　

城
内
地
区
の
浸
水
被
害
を
回
避
す
る

た
め
、
宇
部
川
、
明
内
川
、
泉
沢
川
の

下
流
域
を
整
備
し
ま
す
。

　

明
内
川
へ
の
河
川
放
水
路
建
設
の
早

自
然
と
調
和
し
た�

　
　
　
　
　
　
環
境
基
盤
を
整
備�

自
然
と
調
和
し
た�

　
　
　
　
　
　
環
境
基
盤
を
整
備�

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
に
さ
ら

に
充
実
で
き
る
よ
う
、
合
併
と
は
別
の

課
題
と
し
て
調
査
、
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

期
着
工
と
、
侵
食
の
激
し
い
米
田
地
区

海
岸
の
海
岸
侵
食
対
策
を
県
に
要
望
し

ま
す
。

　

住
宅
移
転
の
誘
導
を
容
易
に
す
る
た

め
、
活
用
し
て
い
な
い
土
地
の
掘
り
起

し
と
、
住
宅
用
地
の
情
報
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

中川正勝中川正勝　村長村長

機動的・効率的な行財政の運営で�
　　　皆さんの期待にこたえます�
機動的・効率的な行財政の運営で�
　　　皆さんの期待にこたえます�
機動的・効率的な行財政の運営で�
　　　皆さんの期待にこたえます�

平成１６年度施政方針
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大
葛
横
合
線
や
上
明
内
大
葛
線
の
改

良
舗
装
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

主
要
地
方
道
野
田
山
形
線
、
上
明

内
・
大
葛
間
の
改
良
整
備
、
歩
道
の
設

置
、
安
全
施
設
な
ど
の
整
備
を
関
係
機

関
に
要
望
し
ま
す
。

　

三
陸
北
縦
貫
道
路
と
八
戸
久
慈
自
動

車
道
の
速
や
か
な
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　

野
田
簡
易
水
道
改
修
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、
生
活

用
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
米
田
地

区
の
集
落
排
水
施
設
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

城
内
地
区
の
一
部
や
、
使
用
の
開
始

を
予
定
し
て
い
る
区
域
の
速
や
か
な
接

続
を
進
め
、
施
設
の
効
率
的
な
活
用
と

健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

豊
か
で
活
力
あ
る
産
業
展
開�

豊
か
で
活
力
あ
る
産
業
展
開�

豊
か
で
活
力
あ
る
産
業
展
開�

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

は
、
平
成
五
年
以
来
の
冷
害
の
発
生
な

ど
に
よ
り
以
前
に
も
増
し
て
厳
し
い
状

態
の
た
め
、
体
質
の
強
い
経
営
体
の
育

成
や
高
収
益
性
を
目
指
し
た
、
将
来
に

展
望
が
持
て
る
産
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

地
域
の
気
象
条
件
や
立
地
特
性
を
最

大
限
に
生
か
し
て
、
効
率
的
な
営
農
シ

ス
テ
ム
や
農
産
物
の
所
得
の
形
成
力
が

高
い
作
物
の
導
入
、
担
い
手
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
米
政
策
改
革
が
始
ま
る
重

要
な
年
で
あ
り
、
生
産
者
な
ど
の
自
主

的
で
主
体
的
な
取
り
組
み
の
も
と
で
、

集
落
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
売
れ

る
米
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
高
い
収

益
を
も
た
ら
す
作
物
を
導
入
し
、
麦
や

大
豆
の
団
地
的
な
取
り
組
み
で
効
率
的

な
転
作
を
進
め
ま
す
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
栽
培
す
る
農
家
に

対
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
導
入
や
、

キ
ュ
ウ
リ
、
リ
ン
ド
ウ
、
小
菊
の
種
苗

の
購
入
に
助
成
し
ま
す
。

　

「
産
直
ぱ
あ
ぷ
る
」
を
通
じ
て
、
通

年
型
の
野
菜
の
生
産
体
制
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

二
月
に
設
立
し
た
野
田
村
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
母
体

に
、
村
の
特
色
あ
る
資
源
を
有
効
的
に

活
用
し
ま
す
。

　

農
村
機
能
の
維
持
・
増
進
に
努
め
な

が
ら
都
市
部
の
住
民
と
の
交
流
を
展
開

し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

家
畜
排
せ
つ
物
法
に
よ
る
管
理
基
準

に
対
応
す
る
た
め
、
排
せ
つ
物
の
適
正

な
管
理
と
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
図

り
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
良
質
な
堆

肥
の
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
価
格
安
定
対
策
事
業
に

対
し
て
助
成
し
、
飼
育
農
家
の
経
営
の

安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
持
続

的
な
発
揮
と
、
森
林
資
源
の
高
度
化
の

た
め
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
を
交
付
し
て
、
計
画
的
な
森
林
施
業

の
地
域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
、
山
ブ
ド
ウ
な
ど
特
用
林

産
物
の
生
産
を
広
げ
、
品
質
を
高
め
る

た
め
関
連
施
設
の
整
備
に
助
成
し
、
農

林
家
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

秋
サ
ケ
や
ホ
タ
テ
な
ど
の
漁
獲
高
の

落
ち
込
み
、
水
産
物
の
輸
入
拡
大
な
ど

に
よ
る
価
格
の
低
下
や
漁
業
就
業
者
の

減
少
、
高
齢
化
な
ど
漁
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
、
漁

業
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
、
村
漁
協

卸
売
り
市
場
の
荷
捌
き
施
設
の
整
備
、

ヒ
ラ
メ
の
放
流
に
か
か
る
種
苗
生
産
へ

の
経
費
負
担
、
ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

漁
港
機
能
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

野
田
漁
港
の
沖
防
波
堤
、
玉
川
漁
港
の

ト
イ
レ
、
下
安
家
漁
港
の
北
防
波
堤
な

ど
の
建
設
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

トイレが整備される玉川漁港トイレが整備される玉川漁港

平成１６年度施政方針
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商
工
業
に
つ
い
て
、
不
況
の
長
期
化

や
昨
年
の
冷
害
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

以
前
に
も
増
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、

村
内
共
通
商
品
券
発
行
事
業
や
、
の
だ

賑
わ
い
市
な
ど
、
活
発
な
事
業
の
展
開

を
支
援
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
体

験
型
観
光
へ
の
移
行
や
、
観
光
･
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
多
様
化
に
対
応

し
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
、
体

験
で
き
る
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
観

光
客
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　

第
二
十
回
を
迎
え
る
「
の
だ
砂
ま
つ

り
」
は
、
の
だ
砂
ま
つ
り
を
語
る
会
の

提
言
を
生
か
し
、
さ
ら
に
内
容
を
充

実
・
発
展
さ
せ
、
記
念
と
な
る
魅
力
的

な
催
し
と
な
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

疾
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
検
診
対

象
者
の
把
握
と
受
診
率
を
高
め
、
村
民

自
ら
が
健
康
づ
く
り
を
実
行
で
き
る
よ

う
に
努
め
検
査
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
栄
養
講
座
、
健
康
相
談
な
ど
を

行
い
健
康
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
を
目
指
し
資
源
ご
み
収

集
の
細
分
化
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
、

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
引

き
続
き
助
成
を
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
充
実
に
向
け
万
全

を
尽
く
し
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
団
体

と
の
連
携
を
図
り
、
在
宅
の
寝
た
き
り

高
齢
者
に
対
す
る
家
族
介
護
支
援
事
業

を
進
め
、
痴
呆
症
高
齢
者
、
虚
弱
高
齢

者
や
重
度
障
害
者
が
地
域
や
家
庭
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

訪
問
・
通
所
介
護
、
短
期
入
所
な
ど
在

保育の要望に応え子育てを支援します保育の要望に応え子育てを支援します

す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て�

　
暮
ら
し
よ
い
地
域
社
会
の
実
現�

す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て�

　
暮
ら
し
よ
い
地
域
社
会
の
実
現�

世代を越えて交流する場を提供します世代を越えて交流する場を提供します

　

健
康
で
安
全
な
就
労
を
確
保
す
る
た

め
、
出
稼
ぎ
労
働
者
就
労
懇
談
会
の
開

催
、
就
労
情
報
の
提
供
・
相
談
、
多
項

目
健
康
診
断
の
実
施
な
ど
就
労
者
の
健

康
に
き
め
細
か
に
対
応
し
ま
す
。

　

出
稼
ぎ
者
と
地
元
事
業
主
と
の
懇
談

会
、
雇
用
と
就
労
の
場
を
確
保
す
る
た

め
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事

業
を
行
い
ま
す
。

宅
介
護
予
防
事
業
を
進
め
、
要
援
護
高

齢
者
や
家
族
の
福
祉
向
上
や
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

　

家
族
介
護
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
住

宅
の
改
修
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
な

ど
在
宅
福
祉
の
向
上
、
健
康
・
生
き
が

い
推
進
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の

た
め
必
要
な
医
療
を
給
付
し
、
在
宅
重

度
身
体
障
害
者
の
自
立
と
介
護
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
住
宅
の
改
修
や
短
期

入
所
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

村
障
害
者
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
総
合
的

な
障
害
者
の
福
祉
を
目
指
し
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
不
安
に
つ
い
て
の
相

談
指
導
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
支

援
す
る
た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
特
別
保
育
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
保
育
料
の

軽
減
を
引
き
続
き
行
い
、
要
望
の
あ
っ

た
延
長
保
育
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

第
三
子
以
上
を
出
産
し
た
人
や
十
八

歳
以
下
の
児
童
・
生
徒
を
四
人
以
上
扶

養
し
て
い
る
保
護
者
に
祝
金
な
ど
を
支

給
し
ま
す
。

　

城
内
、
新
山
、
玉
川
地
区
で
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
を
展
開
し
、
児
童

が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
し
ま
す
。



平成１６年度施政方針

広 報 の だ No.３７２

平成１６（２００４）年４月号
５

　

生
涯
学
習
を
見
据
え
た
基
礎
的
な
資

質
や
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
や
行
政
の
連
携
が
一

層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
三
年
目
と
な
る
学

習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
人

ひ
と
り
の
能
力
、
適
性
に
応
じ
た
教
育

の
展
開
と
教
育
環
境
の
整
備
、
体
育
面
、

徳
育
面
、
知
育
面
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

　

限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中
で
、
課
題

に
対
す
る
財
源
の
効
果
的
な
運
用
を
図

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
心
を
一
つ
に
し

て
、
村
政
の
発
展
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
村
税
の
収

入
が
減
り
、
地
方
交
付
税
や
公
共
事
業

が
削
減
さ
れ
、
歳
入
の
確
保
が
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

歳
出
全
般
の
徹
底
し
た
見
直
し
や
、

村
債
の
発
行
額
を
抑
え
る
な
ど
財
政
の

健
全
化
に
配
慮
し
た
結
果
、
前
年
度
の

予
算
を
大
幅
に
下
回
る
緊
縮
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急

度
と
優
先
度
の
高
い
施
策
を
選
択
し
、

機
動
的
で
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
に

努
め
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ま
す
。

未
来
に
煌
め
く�

　
　
　
　
　
心
豊
か
な
人
材
育
成�

未
来
に
煌
め
く�

　
　
　
　
　
心
豊
か
な
人
材
育
成�

き
ら�

　

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
を
守
る
た
め
、
危
機
管
理
体
制
を
強

化
し
、
施
設
の
整
備
充
実
、
防
災
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
震
・
津
波
避
難
訓
練
、
防
火
座
談

会
の
開
催
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・

強
化
、
消
防
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
く

施
設
の
整
備
や
充
実
に
努
め
ま
す
。

災害への体制を万全に災害への体制を万全に

　

誰
も
が
生
涯
、
生
き
が
い
や
健
康
づ

子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を�
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を�
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を�

た
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
た
野

田
っ
子
を
育
み
ま
す
。

　

一
村
一
校
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
、
開
か
れ
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
機
会
を
選
択

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
策
や
、
情

報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

若い芽に強く生きる力を若い芽に強く生きる力を

く
り
な
ど
の
目
的
で
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
環
境
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

　

第
三
回
目
と
な
る
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
夢
と
感

動
を
与
え
る
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
を
招
致
し
、
総
合
運
動
公
園
を

有
効
に
活
用
し
ま
す
。

　

村
芸
術
文
化
協
会
と
連
携
し
、
心
の

豊
か
さ
、
安
ら
ぎ
、
潤
い
を
提
供
し
ま

す
。
ア
ジ
ア
民
族
造
形
館
を
拠
点
と
し

た
近
隣
諸
国
の
理
解
と
国
際
人
と
し
て

の
資
質
を
高
め
る
努
力
を
し
ま
す
。

　

一
月
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
年
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
記
録
を
伸
ば
す

た
め
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
を
図

り
、
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
夜
光
反

射
材
の
装
着
を
呼
び
か
け
、
交
通
安
全

教
室
、
若
返
り
運
転
講
座
な
ど
交
通
安

全
の
啓
発
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。



広 報 の だ No.３７２

平成１６（２００４）年４月号
６

　平成１６年度の村の予
算が３月の定例議会で
決まりました。一般会
計 の 予 算 額 は２６億
５，９００万円で、昨年度
に比べ２億２，３００万円、
７．１％の減額となりま
した。ここでは村の予
算のあらましを紹介し
ます。

伸び率H１６年区　　　分

－７．１％２６億５，９００万円一　　　般

１．３％５億５，０００万円国 保

特　　

別　　

会　　

計

６．４％４億８，８４０万円老 人

５４．５％１億４，１９９万円農 集 排 水

２．５％２，０７２万円漁 集 排 水

－１．１％１億２，３２６万円公共下水道

－０．３％１億　３００万円簡 易 水 道

－８．７％１億４，７００万円国 民 宿 舎

各会計の予算額と伸び率

　一般会計　

◆民生費

・特別保育事業（延長保育、乳児保育促進、障害児保

　育など）　　　　　　　　　　　　　　　１，８０８万円

・老人福祉対策（保護措置費、敬老会の開催など）

７，６３６万円

・支援費給付事業（障害者施設・居宅支援、医療給付

　など）　　　　　　　　　　　　　　　　３，４３７万円

◆農林水産業費

・農業振興費（村グリーンツーリズム推進協議会、野

　菜緊急拡大助成事業への補助など）　　　１，４９４万円

・下安家地区漁港漁村総合整備、玉川漁港　地域水産

　物供給基盤整備など　　　　　　　　１億９，８７４万円

◆土木費

・道路橋りょう新設改良費（大葛横合線、上明内大葛

　線など）　　　　　　　　　　　　　　　６，０８３万円

◆教育費

・保健体育総務費（ライジングサンフェスタ、悠YOU

　スポーツクラブへの補助など）  　　　　　１，３５８万円

　特別会計　

　農業集落排水事業　

・米田地区農業集落排水施設整備事業など　６，８７９万円

一
般
会
計
＝
村
の
基
本
的
な
仕
事
に
か

か
わ
る
収
支
」

【
歳
入
＝
収
入
】

　

地
方
交
付
税
が
一
億
二
千
万
円
の
減

　

村
の
貯
金
で
あ
る
基
金
な
ど
を
取
り

崩
し
た
繰
入
金
が
約
二
千
六
百
万
円
増

え
ま
し
た
が
、
村
の
借
金
と
も
い
え
る

村
債
は
約
一
千
三
百
万
円
、
前
年
度
に

比
べ
四
・
二
％
減
り
ま
し
た
。

　

村
の
歳
入
の
五
十
一
・
五
％
を
占
め

る
地
方
交
付
税
が
昨
年
度
に
比
べ
て
一

億
二
千
万
円
、
八
・
一
％
大
幅
に
減
り

ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
約

二
億
三
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
比

率
は
、
法
人
税
な
ど
村
税
の
減
に
よ
り

二
十
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
歳
入

全
体
の
減
額
が
大
き
い
た
め
比
率
で
は
、

二
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
ま
し
た
。

【
歳
出
＝
支
出
】

　

福
祉
と
生
活
環
境
の
整
備
に
重
点　

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
農
林
水

産
業
費
が
農
村
情
報
連
絡
施
設
の
整
備

が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
度

に
比
べ
約
一
億
九
千
百
万
円
（
三
十

一
・
六
％
）
減
額
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
延
長
保
育
事
業
や
支
援
費
制

度
の
充
実
を
図
り
民
生
費
が
千
二
百
五

十
五
万
円
（
三
・
一
％
）
、
ラ
イ
ジ
ン

グ
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
や
ア
ジ
ア
ン
楽
天

フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
事
業
の
た
め
教
育
費

が
千
二
百
三
十
四
万
円
（
五
・
〇
％
）

わ
ず
か
に
伸
び
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
＝
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め

の
会
計

　

農
業
集
落
排
水
事
業
が
大
幅
増　

　

運
営
を
見
直
し
、
経
費
の
削
減
を

図
っ
た
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
は
、

千
四
百
万
円
（
八
・
七
％
）
の
減
額
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、

農林水産費�
４億１,４１７万円�
（１５.６％）�

公債費�
５億９,１４９万円�
（２２.３％）�

民生費�
４億１,２０５万円�
（１５.５％）�

総務費�
３億６,７５７万円�
（１３.８％）�

教育費�
２億５,７１４万円�
（９.７％）�

県支出金�
２億５,０７９万円�
（９.４％）�

地方交付税�
１３億７,０００万円�
（５１.５％）�

村債�
３億４３０万円�
（１１.４％）�

依
　
存
　財　源　２１億１

,５２
６万
円

自主財源　５

億４
,３７４

万
円

平成１６年度の主な事業

米
田
地
区
へ
の
施
設
整
備
の
た
め
約
五

千
万
円
（
五
十
四
・
五
％
）
増
額
と
な

り
ま
し
た
。



広 報 の だ No.３７２

平成１６（２００４）年４月号
７

主な事務・事業係員※太字は定期異動者。（　）は臨時職員。〈県〉は県職員。（兼）は兼務、（併）は併任課　　室

庁舎 ･職員の管理、村の財産管理、
予算・財政、行政連絡員、情報公開、
村長秘書、文書受け付け、電話交換

庶務財政班（内線１１１、１１２）主任主査・米田收、同・中村
一浩、主査・小谷地鉄也（併）、同・小野寺勝幸、運転手・
大沢勝利、（大沢由美子）

総 務 課
課長・坂本延雄
（内線１１０） 企画調整、住民懇談会、要望、広報、統

計調査、様似町交流事業、バス交通
企画調整班（内線１１５、１１６）主任主査・泉澤弘、主事・貮
又正貴

上野丈夫＝野田白寿会派遣、中川昇＝社会福祉協議会派遣、小屋畑浩明＝久慈広域連合派遣総務課付

戸籍住民登録、労働福祉、軍人恩給、
人権擁護、消防防災、交通安全

住民生活班（内線１４１、１４２）主任主査・米田一志、主事・
古山秋男、同・土橋容子、（田中真寿美）住民生活課

課長・米田忠一
（内線１４０） 国保、老人・乳幼児・妊産婦・障害者・

母子 ･寡婦医療、国民年金、消費生活
国保年金班（内線１４５、１４７）主任主査・原田文雄、（辻鼻美
穂子）

ごみ対策、犬の登録、予防接種・検診、
生活保護、児童手当、介護保険、保育
所・児童館、老人・障害者・母子福祉

保健福祉班（内線１３１、１３２）主任主査・岩城啓二、同・田
中和弘、主事・八幡重光、同・上山晃、保健師・中村佳津
美、同・大上有子、（中野歩美）

保健福祉課
課長・外舘佐市
（内線１３０）

農業生産振興・経営改善・流通、農道・
ほ場・集会所など基盤整備、農村生活
改善、林業、畜産、商工業、観光

農林商工班（内線１２１、１２２、１２５）主任主査・小田祐士、
同・明内重雄、主事・小野寺輝彦、同・小野寺勝、同・前
川浩一、同・小野寺修一、（小野裕美）

農林商工課
課長・外舘則男
（内線１２０）

納税証明、住民・固定資産・軽自動車・
国保税、納税組合、家屋評価・地籍図

税務班（内線１５１、　１５２、　１５３）主任主査・廣内洋治、同・小
谷地英正、同・新山雄一、主査・明内和重

税 務 課
課長・中野 保
（内線１５０）

漁港建設、村道改良・管理、河川改修、
都市計画、建築確認、村営住宅、水産

土木水産班（内線２１１、２１２）主任主査・宇部浩一、同・熊
谷清志、同・下向邦武、（沢里理恵）

土木水産課
課長・沢里清公
（内線２１０）

水道施設の維持管理、水道使用料水道班（内線２２５）主任主査・小屋畑勝久、主査・大平利矢水 道 課
課長・米田徳一郎
（内線２２０）

公共下水道、集落排水事業・施設の
維持管理、使用料、合併処理浄化槽

下水道班（内線２２１、２２２）主任主査・松本良治、主査・前
川満、技師・藤森秀規、（沢里理恵）

国民宿舎えぼ
し荘の運営

マネジャー・冨木順三、（坂本和也）、（庭ミナ）、（羽場哲也）、（三浦実）、（坂下
則子）、（大澤百合子）、（佐々木幸子）、（速應弘美）、（佐々木幸子）、（崎山梢）

国民宿舎支配人
外舘則男（兼）

村行政組織と事務分担表�

◎村長部局　村長・中川正勝（内線１００）　助役・佐々木慎一（内線１０１）

支出・収入の審査確認、会計諸帳簿の
管理、村の公共料金窓口、県収入証紙

会計班（内線１６０）　主任主査・辻鼻一男、
主事・廣内鉄也、（田中真寿美）

出 納 室
室長事務取扱・鈴木清一（兼）

収入役・鈴木清一（内線１０２）

表彰、委員会の組織・予算・財産管理総務班（内線４５２）主事・高田光晴

事　務　局
教育次長
野�泰斗
（内線 451）

小中学校の管理・運営、児童生徒の就
学・安全衛生・福利厚生、通学バスの
運行管理、教育研修指導、学校給食

学校教育班（内線４５３）主任主査・大崎剛、指導主事・高橋
浩幸〈県〉、英語指導助手・キャサリン・シンプソン

生涯学習・教育振興事業、青少年健全
育成、芸術文化、文化財の指定・保護、
ＩＴ講習、家庭教育・いきいき講座

生涯学習文化班（内線４５４、４５５）社会教育主事・今野洋明
〈県〉、主任主査・中居正美、同・湯山修、社会教育指導員・
小林友美、（米田和美）、アジア民族造形館（川土則子）

スポーツ・レクリエーションの奨励、総合運動公園な
ど体育施設の管理・運営、各種スポーツ大会・講習会

生涯スポーツ班（内線４５６）主幹・前田有好、主事・下畑利
明

所長・野�泰斗（兼）、大崎剛（兼）、主任学校栄養職員・小澤鈴子（県）給食センター

小学校用務員（小野寺覚）、中学校用務員（山田和子）小 中 学 校

局長・辻鼻大作（内線２００）、主幹・吉田照夫（併）（内線２０１）、主査・中野俊男（併）議会事務局

局長・辻鼻大作（併）、吉田照夫（併）、中野俊男監査委員

局長・辻鼻大作（併）、吉田照夫、中野俊男（併）農業委員会

書記長・坂本延雄（併）、小谷地鉄也選挙管理委員会

事務局長・坂本延雄（併）、事務局次長・上野一雄（内線２５０）、事務局職員・中村剛、
同・深渡理隆（内線２４０）、同・前田宏志、同・神田康弘（内線２３２）、同・松葉修志

野田村・普代村任意合
併協議会事務局

◎教育委員会　教育長・高橋光邦（内線４５０）

◎議会・各種委員会事務局

　各課などの組織は「係制」
を廃止し、「班制」になりま
した。

変
更
点
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下
水
道
が
使
え
る
区
域
が
さ
ら
に
広

が
り
ま
し
た
。

　

村
内
で
六
十
五
・
〇
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

延
べ
千
五
百
八
十
九
人
が
公
共
下
水
道

を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
今
年
度
も
さ
ら
に
多
く
の

人
た
ち
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
下
水

道
の
工
事
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

工
事
を
実
施
す
る
地
域
で
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
台
所
の
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
て
汚
れ
た
水
は
、
下
水
道
管

を
通
っ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
で
キ
レ

イ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
水
は
再
び
川
や
海
に
戻
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
下
水
道
は
「
水
の
循
環
」
の
中
で
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。

北　　区、

門前小路

の各一部

新
た
に�

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
使
用
可
能
に�

2.19

新
た
に�

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
使
用
可
能
に�

2.19

公
共
下
水
道
で
快
適
な
生
活
を�

公
共
下
水
道
で
快
適
な
生
活
を�

現在使える区域現在使える区域

新たに使えるよう新たに使えるよう
になった区域になった区域

野田浄化センター野田浄化センター



　

個
人
の
費
用
で
設
置
し
た
排
水
設
備

が
詰
ま
っ
た
と
き
の
清
掃
費
や
、
壊
れ

た
場
合
の
修
理
費
は
、
個
人
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
皆
さ
ん
が
快
適
で
衛
生
的

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
下
水
道

を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
に
は
多
く
の
費
用
が

か
か
る
ほ
か
に
、
生
活
が
便
利
に
な
り

利
益
を
受
け
る
人
が
限
ら
れ
ま
す
。

　

利
益
を
受
け
る
皆
さ
ん
に
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
な
い
地
域
と
の
公
平
性
を

保
ち
な
が
ら
、
こ
の
負
担
金
で
さ
ら
に

整
備
を
進
め
よ
う
と
す
る
の
が
「
受
益

者
負
担
金
」
の
制
度
で
す
。

　下水道を接続するためには、個人の負担に

よってトイレや台所の排水を公共ますにつなぐ

工事を行う必要があります。

　村では、その手助けをするため排水設備の工

事指定店として、村内の業者を１０社指定してい

ます。指定された業者は、皆さんに代わって工

事の手続や相談に応じてくれます。

　速やかに下水道につないでもらうため、使用

できるようになった日から、１年以内に接続し

た場合は４カ月分を、２年から３年以内に接続

した場合は１ヵ月分の使用料を免除しています。

　該当する地区で接続していない人は、早めに

接続しましょう。

　トイレの改修や接続工事費の見積もり、相談

などは指定店が無料で行っています。お気軽に

ご相談してください。

電話番号名称・代表者名

７８－２１３５�大沢建設　代表取締役　大　沢　吉　蔵

５２－１３３５北星鉱業�　代表取締役　税　田　英　敏

７８－２３５１� 晴 山 組　代表取締役　晴　山　一　吉

７８－３６３４小野水道工業　　代　表　小　野　文　男

７８－２４８１�北　　末　代表取締役　北　田　徳　義

７８－２１４９野田工業�　代表取締役　小　野　聖　一

７８－３２３０�晴山石材建設　代表取締役　晴　山　克　身

５６－２６００�久慈建設　代表取締役　久　慈　倫　平

７８－２５０２林崎建設�　代表取締役　林　�　省　一

７８－３１２１田中技建�　代表取締役　道　上　文　明

受
益
者
の「
分
担
金
」っ
て
な
に
？�

受
益
者
の「
分
担
金
」っ
て
な
に
？�

広 報 の だ No.３７２

平成１６（２００４）年４月号
９

　

排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
る
残
飯
、

野
菜
く
ず
、
て
ん
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油

な
ど
の
食
用
油
、
髪
の
毛
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
水
に
溶
け
な
い
紙
、
な
ど
は
絶
対

に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
下
水
を
処
理
す
る
施
設

の
機
械
が
壊
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
快
適
に
使
う
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○１
 

分
担
金
の
申
告
が
必
要
な
地
区

　

北
区
、
門
前
小
路
の
一
部

○２
 

申
告
の
時
期

　

６
月
上
旬
（
該
当
者
に
５
月
中
旬
ご

ろ
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
）

○３
 

分
担
金
の
納
付
期
限

　

第
一
期　

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

　

第
二
期　

平
成
十
七
年
一
月
三
十
一
日

　

全
額
を
九
月
三
十
日
ま
で
に
納
付
し

た
場
合
、
分
担
金
の
五
%
が
割
り
引
か

れ
ま
す
。

　

計
算
方
法
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

分担金の計算方法
　所有者や土地の面積、納付の方法などの申告
を受けて次の計算式によって計算されます。
（受益面積�×２８０円）＋均等割１０万円

　例：３３０�（１００坪）の場合
（３３０�×２８０円）＋１０万円＝１９２，４００円　

分担金の納付方法
　３５０�以下の場合　　３年分割（年２回納付）
　３５０�を越える場合　５年分割（年２回納付）

早めの接続がお得です！�早めの接続がお得です！�

相談はお気軽に�相談はお気軽に�

　家庭雑排水は１年以内、

トイレは３年以内に接続しましょう　
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総
体
的
に
、
野
田
っ
子
は
未
来
の
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
心
身
と
も
に
健
康
な

状
態
に
育
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

保
護
者
や
地
域
の
人
、
教
師
の
中
に
は
、

否
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
…
」
と
い
う
大

人
と
し
て
の
心
配
か
ら
だ
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

こ
と
に
激
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢

の
中
、
特
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と

し
た
科
学
（
機
械
）
文
明
の
急
激
な
進

展
と
飽
満
な
物
質
文
明
が
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
環
境
を
支
配
す
る
と
い
う
現

状
で
は
、
す
べ
て
に
理
想
を
期
待
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
時
代
と
な
っ
て
き
た

感
じ
が
し
ま
す
。

　

「
現
代
っ
子
」
と
い
う
言
葉
は
、
マ

ス
コ
ミ
が
作
り
出
し
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
全
国
的
に
み
て
も
、
今
「
現
代
っ

子
」
は
心
身
と
も
に
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
体
力
の

低
下
、
遊
び
（
運
動
）
の
消
失
、
食
の

乱
れ
、
夜
更
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
漬
け
、

生
活
習
慣
病
予
備
軍
の
増
加
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
健
全
な
育
ち
が
奪
わ

れ
て
き
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、

多
く
の
専
門
的
な
学
者
に
あ
っ
て
も
、

長
年
の
研
究
、
調
査
結
果
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
「
心
身
の
異
変
」
と
い
う
か

た
ち
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
叫
び
を
あ
げ
て
い
る

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
生
活
実
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
程
度
の
実

状
で
、
け
な
げ
に
生
き
抜
い
て
い
る
の

が
奇
跡
的
で
は
な
い
か
、
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
野
田
っ
子
も
、
体
力
・

　

小
・
中
学
校
で
も
、
こ
の
実
態
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
学
校
教
育
目
標
を
共

通
化
、
共
有
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
い

う
小
中
一
貫
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
、
生

活
、
学
習
な
ど
の
向
上
の
基
盤
で
あ
る

意
欲
、
や
る
気
、
元
気
さ
、
忍
耐
力
、

集
中
力
、
明
る
さ
、
持
続
力
な
ど
を
培

う
も
と
で
あ
る
健
康
・
体
力
（
体
育
）

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
道
徳
、
規
範
な
ど
の
徳
育
、

知
恵
・
学
力
を
中
心
と
し
た
知
育
、
さ

ら
に
食
育
を
加
え
、
四
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
教
職
員
一

丸
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
成
果
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
具
体
的
実
践
に

入
り
ま
す
が
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
全
国
的
に
見
る
と
、
子
ど

も
た
ち
に
笑
顔
が
見
ら
れ
ず
、
無
表
情

の
子
が
多
く
な
っ
て
き
た
点
を
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
国
だ
か
ら
逆

に
子
ど
も
た
ち
に
生
気
が
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
考
え
で
す
。

野
田
村
教
育
長�

高

橋

光

邦�

心身ともにたくましい「野田っ子のために」�

心身ともにたくましい「野田っ子のために」�分かる人「は～い !」分かる人「は～い !」

よく遊びよく学びますよく遊びよく学びます

　

生
活
の
す
べ
て
が
便
利
で
車
を
中
心

と
し
て
快
適
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
も
そ
も
貧
困
や
飢
餓
な
ど
生
存
を
脅

か
す
よ
う
な
脅
威
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
元
気
を
失
わ
せ
、
生
き
物
と
し
て
の

感
覚
を
鈍
磨
さ
せ
た
結
果
、
豊
か
な
表

情
や
心
を
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

「
キ
レ
る
」「
暴
れ
る
」「
無
気
力
・

無
関
心
」「
不
登
校
」
な
ど
と
い
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
問
題
行
動
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
が
糸
玉
の
よ
う
に
複
雑
に
絡
ん

で
、
本
質
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い

の
が
実
情
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
将
来
の

担
い
手
と
し
て
宿
望
す
る
「
野
田
っ

子
」
の
育
成
の
た
め
に
、
家
庭
・
学
校

は
役
割
と
し
て
何
が
必
要
か
、
広
く
大

人
社
会
は
ど
う
し
な
れ
け
ば
な
ら
な
い

か
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
・
課
題

を
共
有
し
合
い
、
家
庭
・
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
再
認
識
し
、
連
携
・
補
完

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

運
動
能
力
テ
ス
ト
、
生
活
実
態
調
査
、

生
活
習
慣
病
検
診
、
健
康
診
断
、
学
校

保
健
調
査
な
ど
の
結
果
を
見
ま
す
と
、

あ
ま
り
思
わ
し
く
な
い
実
情
で
あ
り
、

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

野
田
っ
子
は
現
代
っ
子
？ 
野
田
っ
子
は
現
代
っ
子
？ 

学
校
で
の
取
り
組
み�

学
校
で
の
取
り
組
み�

生涯学習コーナー



広 報 の だ No.３７２

平成１６（２００４）年４月号
１１

生涯学習コーナー

『キウイ』と『キウイ』が『キウイ』を食べた？？�

Cat先生の�Cat先生の�

　

日
形
井
地
区
に
あ
る
苫
屋
か
ら
た
く

さ
ん
の
タ
ン
ポ
ポ
の
種
が
飛
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
人
が
訪
れ
る
苫
屋
に
は
、
各
地
に
友

だ
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
最
近
、
久
美
子
さ
ん
か
ら
住
所

を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
種
の
一
つ
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

彼
は
盛
岡
に
住
む
「
漆
塗
り
職
人
」

で
、
た
け
し
さ
ん
と
い
い
ま
す
。
私
は

竹
を
使
っ
た
小
物
を
作
る
の
が
好
き
で
、

そ
こ
か
ら
漆
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

出
会
う
前
、
私
は
物
静
か
な
老
人
を
想

像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
若

く
、
き
れ
い
な
色
を
し
た
赤
い
パ
ン
ツ

を
履
き
、
髪
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
明
る

く
て
パ
ワ
ー
の
あ
る
人
で
し
た
。

　

出
会
っ
て
か
ら
、
彼
の
ア
ト
リ
エ
に

行
き
、
漆
器
を
見
ま
し
た
。
深
い
海
の

よ
う
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
ほ
ど
き
れ

い
な
色
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
「
漆
を
塗
る
ハ
ケ
は
人

間
の
髪
の
毛
で
で
き
て
い
る
」
「
塗
り

終
わ
っ
た
ら
鹿
の
角
の
粉
で
磨
く
」

「
乾
か
す
過
程
が
一
番
難
し
い
」
「
漆

を
触
っ
て
も
痒
く
な
ら
な
い
方
法
」
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
今
、
服
漆
（
ふ
く
う
る
し
）
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
深
い
海
の
よ
う
な
色

を
出
す
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
は
ど
ん
な
種
に
出
会
え
る
か
楽
し

み
で
す
。

たんぽぽの種に

会ってきました !
竹でできた白いスプーンは、Cat 先生の手づくり !!

　５月９日（日）、アジア民族造形館で、東南アジアの文化

にスポットをあてた ｢ アジアン楽天フェスタ ｣ が開かれます。

　インドネシアの伝統舞踏や影絵人形芝居上演会では、呉服

店を営みながらラジオのパーソナリティーも務める、バリ島

出身のケトゥトゥ・ルンデグさんが、歌やトークを交えて、

バリ島の文化を紹介します。

　イベントの目玉として、タイ北部の少数民族である「アカ

族」の伝統的な民族舞踊を行います。

　ほかにも、アジア各地の生活雑貨の販売コーナーや、タイ

のお菓子の試食会など、日本では触れることのできない貴重

な体験ができるイベントがたくさんあります。ぜひご来館く

ださい。
アジアン楽天フェスタ�アジアン楽天フェスタ�
イベント盛りだくさん�

影絵人形芝居は影絵人形芝居は、、舞台裏も自由に見ることができます舞台裏も自由に見ることができます

【時間】１０：００～１６：００

【場所】アジア民族造形館、庵日形井

※館内では、ギャラリートークが行われます

厄除け祈願として主にタイで行われる黄金仏教行体験厄除け祈願として主にタイで行われる黄金仏教行体験
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野
田
中
学
校
（
鈴
木
敢
治
校
長
、
生

徒
二
百
十
一
人
）
の
入
学
式
が
六
日

（
火
）
、
同
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

誓
い
ま
し
た
。

　

中
川
村
長
は

「
し
っ
か
り
根

を
張
り
、
葉
を

広
げ
て
心
と
体

を
成
長
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

野
田
小
学
校

（
菊
池
誠
校
長
、

児
童
三
百
四
十

二
人
）
の
入
学

式
が
七
日（
水
）

に
行
わ
れ
、
ピ

カ
ピ
カ
の
一
年

生
の
入
学
を
祝

い
ま
し
た
。

　

菊
池
校
長
は

「
元
気
に
あ
い

さ
つ
す
る
こ
と
、

毎
朝
ご
は
ん
を

食
べ
る
こ
と
、

車
に
気
を
つ
け

る
こ
と
」
の
３

つ
の
約
束
を
、

新
入
児
と
交
わ
し
ま
し
た
。

　

担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
四

十
七
人
（
男
二
十
四
、
女
二
十
三
）
の

新
入
児
は
、
小
さ
な
体
全
体
を
使
い
、

体
育
館
に
響
き
渡
る
大
き
な
声
で
返
事

を
し
ま
し
た
。

　

県
立
久
慈
工
業
高
校
（
久
慈
和
男
校

長
、
生
徒
三
百
三
十
八
人
）
の
入
学
式

が
八
日
（
木
）
に
行
わ
れ
、
百
二
十
人

（
男
百
四
、
女
十
六
）
が
夢
の
希
望
校

で
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
新
た
な
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

【１組】

�男子１２人＝大澤 剛  弘 、小野寺 大  希 、川�
たか ひろ だい き

 駿 、中村
しゅん

 亮 
りょう

 磨 、
ま

田中 太  一 、大村 颯  杜 、谷地 龍  樹 、大家
た いち はや と たつ き

 誠 
まこと

、中村 興  一 、明内
こう いち

 康  浩 、大沢 康  介 、前川 瀬  成 �女子１２人＝丹治 沙  津  生 、伏場
やす ひろ こう すけ せ な さ つ き

 望  泉 、佐藤 里  奈 、外浦 捺  希 、谷地 華  苗 、小野 亜  由  美 、辻鼻
みな み り な なつ き か なえ あ ゆ み

 真  実 、澤口 帆  南 、鈴木 彩  花 、菊地 絵  梨  加 、野場 愛  也  加 、
ま み ほ なみ あや か え り か あ や か

�田はるな�計２４人

【２組】

�男子１２人＝日當 誠 
まこと

、長内 友  毅 、種綿 勇  人 、中村 隼  人 、
とも き ゆう と はや と

野� 昂  輝 、佐々木 尚  人 、菊地 快 、高田 朋  浩 、貮又 正  弥 、
こう き なお と かい とも ひろ まさ や

佐々木 寿  徳 、山口 大  貴 、大沢 黎 �女子１１人＝米田 早  世 、
とし のり たい き れい はや せ

坂元 茉  美 、関畑 瑠  夏 、一戸 千  史 、沢里 百  成  実 、明内 愛  美 、
ま み る か ち ふみ も な み まな み

小野寺 葉  月 、小野寺 胡  冬 、中野 睦  弓 、上川 愛  理  沙 、沢里 扇 
は づき こ と むつ み あ り さ せん

�計２３人

　

六
十
九
人
の
新
入
生
を
代
表
し
て
、

前
田
圭
祐
く
ん
（
下
泉
沢
）
が
「
笑
顔

で
明
る
く
生
活
し
、
大
き
く
成
長
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く

夢と希望を抱いて入場夢と希望を抱いて入場

緊張感あふれる正しい姿勢緊張感あふれる正しい姿勢
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村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
三
月
二
十
六
日

（
金
）、村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会（
中

野
と
も
子
会
長
）が
主
催
し
、
食
生
活

に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
こ

の
事
業
は
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員
八

人
が
中
学
生
に
対
し
、
自
分
の
体
を
守

る
知
識
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
十
七
人
の
中
学
生
ら
は
、

肥
満
度
を
測
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
チ
ェ
ッ
ク
や
朝

ご
は
ん
の
大
切
さ
、
清
涼
飲
料
水
へ
の

砂
糖
の
含
有
量
な
ど
、
自
ら
の
体
を
守

る
方
法
な
ど
の
指
導
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

調
理
実
習
と
し
て
、
体
に
必
要
と
さ

れ
る
栄
養
分
を
取
る
た
め
の
料
理
を
作

り
、
雑
穀
ご
飯
や
み
そ
汁
、
デ
ザ
ー
ト

な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

土
内 
教  
仙 
く
ん
（
野
田
中
一
年
）
は

み
ち 

ひ
さ

「
自
分
の
体
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
食
べ
物
の
栄
養
に
気
を
つ
け
て

食
事
し
た
い
。
こ
の
勉
強
会
を
通
じ
て
、

私って肥満じゃないよね。真剣です私って肥満じゃないよね。真剣です

健
康
に
つ
い
て
興
味
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
」

と
身
も
心
も
満
足
で
き

た
様
子
で
し
た
。

　

廣
� 
利  
依 
さ
ん（
同
）

り 

え

は
「
健
康
の
た
め
毎
朝

み
そ
汁
を
食
べ
る
よ
う

に
し
た
い
。
野
菜
は
毎

日
、
三
百
五
十
�
以
上

食
べ
る
よ
う
に
心
が
け

た
い
」
と
、
し
っ
か
り

し
た
目
標
を
掲
げ
た
生

徒
も
い
ま
し
た
。

こんなにたくさん野菜食べるの ?こんなにたくさん野菜食べるの ?

　

三
月
八
日
（
月
）
地
域
に
根
ざ

し
た
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

を
持
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
魅
力
あ

る
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

に
対
し
、
北
海
道
が
贈
る
平
成
十

五
年
度
北
海
道
地
域
文
化
選
奨
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
様
似
町
ア
ポ
イ

岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
谷
村
利
幸

会
長
）
が
最
高
賞
の
文
化
選
奨
に

選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
三
十
五
団
体
の
中
か
ら
文
化

選
奨
に
「
ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
」
、
特
別
賞
に
「
滝
川
映
画

サ
ー
ク
ル
」

　

特
別
賞
（
企
業
市
民
文
化
賞
）

ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
が
受
賞

「
函
館
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
株
式
会
社
Ｆ

Ｍ
い
る
か
」
が
選
ば
れ
、
文
化
選
奨

は
今
年
で
十
一
回
目
を
か
ぞ
え
、
最

高
賞
に
値
す
る
選
奨
受
賞
は
日
高
管

内
で
は
初
め
て
で
す
。

　

ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
ア
ポ

イ
岳
の
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
残
す

た
め
平
成
九
年
度
に
「
ア
ポ
イ
を
愛

し
、
ア
ポ
イ
が
い
つ
ま
で
も
ア
ポ
イ

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
活
動
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
登
山
道

の
整
備
、
高
山
植
物
盗
掘
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
、
植
物
調
査
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ア
ポ
イ
岳
植
物
図
鑑
の
発
行
な

ど
の
住
民
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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明
内 
永  
世 
さ
ん
（
宮
古
商
高
三

の
ぶ 

と
し

年
＝
下
明
内
＝
の
、
レ
ス
リ
ン
グ

北
京
国
際
大
会
出
場
を
激
励
す
る

会
が
、
国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
長
は
「
自
分
の
力
が
世

界
に
通
用
す
る
か
力
量
を
試
す
場
。

臆
せ
ず
力
の
限
り
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
。
村
の
後
輩
な
ど
に
も
良
い

刺
激
に
な
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

直
心
館
の
小
田
實
美
館
長
は

「
レ
ス
リ
ン
グ
へ
の
転
向
は
本
人

の
持
つ
ス
ピ
ー
ド
や
体
術
を
生
か

し
た
も
の
。
自
分
の
選
ん
だ
道
を

極
め
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
明
内
さ
ん
の
試
合

を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、

祖
母
で
あ
る
明
内
キ
ヨ
さ
ん
が
ス

テ
ー
ジ
上
で
花
束
を
渡
す
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
が
派
遣

す
る
こ
の
北
京
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
は
、

五
月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
日
本
代
表
と
し
て
十
八
人
が

選
ば
れ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
北
海
道
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
高
校
合
宿
兼
Ｊ
Ｏ
Ｃ
カ
ッ
プ
全

国
大
会
予
選
の　

�
級
で
、
全
５
試
合

６０

を
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
す
る
圧
倒
的
な
強
さ

を
み
せ
ま
し
た
。
同
協
会
が
今
月
に
実

施
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
中
央
研
修
会
に
も
参
加
し
、
将

来
性
を
高
く
評
価
さ
れ
る
な
ど
し
て
、

選
抜
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

佐
々
木
治
彦
監
督
（
宮
古
商
教
諭
）

は
「
身
体
能
力
が
非
常
に
高
く
、
飲
み

込
み
が
早
い
。
半
年
間
ケ
ガ
に
悩
ま
さ

れ
実
質
一
年
半
し
か
練
習
し
て
い
な
い

が
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
。

柔
道
の
技
を
応
用
す
る
な
ど
独
特
の
試

合
運
び
も
大
き
な
武
器
。
本
人
の
練
習

次
第
で
は
日
本
の
頂
点
を
取
る
の
も
夢

で
は
な
い
」
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

明
内
さ
ん
は
、
向
け
ら
れ
た
カ
メ
ラ

に
照
れ
な
が
ら
も
「
最
終
目
標
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
。
一
つ
一
つ
の
試

合
を
大
事
に
し
た
い
。
精
一
杯
が
ん
ば

る
の
で
、
応
援
お
願
い
し
ま
す
！
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

村
出
身
者
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

の
誕
生
は
秒
読
み
段
階
、
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
か
ら

も
村
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

中学生まで柔道一筋に打ち込んだ青年は、
一転してレスリング界へ転向。高い身体能
力とたゆまぬ努力で栄光をつかみました。

「目標はオリンピック」�「目標はオリンピック」�

レ
ス
リ
ン
グ
の
日
本
代
表
に�

　
明
内
さ
ん
北
京
国
際
大
会
へ�

レ
ス
リ
ン
グ
の
日
本
代
表
に�

　
明
内
さ
ん
北
京
国
際
大
会
へ�

レ
ス
リ
ン
グ
の
日
本
代
表
に�

　
明
内
さ
ん
北
京
国
際
大
会
へ�

レ
ス
リ
ン
グ
の
日
本
代
表
に�

　
明
内
さ
ん
北
京
国
際
大
会
へ�



犬を飼っている方へ�犬を飼っている方へ�

広 報 の だ No.３７２

平成１６（２００４）年４月号
１５

春の狂犬病予防注射を左表の日程で行います。
　生後９１日以上の犬の飼い主は、毎年１回犬に予
防注射を受けさせることとして、法律で定められ
ています。
　愛犬のためにも忘れずに予防注射をしましょう。

　　料　金　
○新規登録の犬　６,１００円（登録料、予防注射料）
○登録済みの犬　３,１００円（予防注射料）

　　ご注意ください　
・「予防注射実施案内ハガキ」を必ずお持ちくだ
さい。印鑑は不要です。
・登録した犬が死亡した場合や所有者が変更に
なった場合は役場保健福祉課に届け出て下さい。
【問合せ先】　役場保健福祉課　�７８－２９２７

１　犬はつないで飼いましょう
２　きちんとふんの始末をしましょう
３　責任と愛情を持って飼いましょう

対象地区実施場所日　　　　時月日
中　 　 平中 平 公 民 館午前８：５０～９：０５

５
月
６
日
（
木
）

大　 　 葛大 葛 公 民 館午前９：１５～９：２５
種　 　 綿種 綿 バ ス 停午前９：３０～９：４０
横 合 全 域横合中央公民館午前９：４５～９：５５
間　 　 明間 明 公 民 館午前１０：０５～１０：１５
日 形 井 日形井バス停午前１０：２５～１０：３０
沢　 　 山沢 山 バ ス 停午前１０：３５～１０：４０
和 野 平和野平バス停午前１０：４５～１０：５０
米　 　 田米 田 公 民 館午前１１：００～１１：１５
上・下泉沢泉 沢 公 民 館午前１１：２５～１２：００
南　 　 浜南 浜 公 民 館午後１：１０～１：３０
玉川、玉鉱漁協玉川支所前午後１：４０～２：００
根　 　 井根 井 公 民 館午後２：２０～２：４０
下 安 家下安家公民館午後３：００～３：２０
中    沢中沢 JR バス停付近午前９：１０～９：２０

５
月　

日
（
木
）

１３

広    内広 内 公 民 館午前９：３０～９：４０
港・下新山港 公 民 館午前９：５０～１０：１０
上・中新山新 山 公 民 館午前１０：２０～１０：４０
北    区村田歯科医院向午前１０：５０～１１：０５
下 明 内下明内公民館午前１１：１５～１１：３０
上 明 内上明内公民館午前１１：４０～１１：５０
上記以外の地区野 田 分 署 前午後１：１０～２：００

春季犬の登録と狂犬病予防注射実施日程
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　このほど、宇部健三さん（久慈市）が村社
会福祉協議会（泉沢徳治会長）に対し「福祉
推進のために役立ててほしい」と２０万円を寄
付しました。
　同日、寄付を受けた泉沢会長は感謝の気持
ちを込め、宇部さんに表彰状を手渡しました。

宇部さんの善意に感謝します宇部さんの善意に感謝します

宇部さんが20万円を寄付�宇部さんが20万円を寄付�宇部さんが20万円を寄付�宇部さんが20万円を寄付�皆さんの要望にこたえ�

延長保育をはじめます�
皆さんの要望にこたえ�

延長保育をはじめます�

������������������������������������

　この寄付金は、
村社協の福祉基
金に積み立てら
れ、地域福祉や
在宅福祉事業の
ために有効に活
用されます。

　役場出納室の岩手銀行野田支店派出所が、
４月１日から廃止になりました。公共料金な
どの支払いは各金融機関をご利用ください。
　村税などの口座振替にも、ご協力をお願い
します。

岩手銀行野田支店
　役場派出所が廃止に
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　大平マユミさん（横町）が、人権擁護委員に委嘱

されました。

　人権の侵害がないか見守り、侵害があった場合に

は、その相談を受け付けます。人権思想の普及にも

努めています。

　同委員の任期は３年間で、１９年３月３１日までです。

　身体の不自由な人の相談や補装具が体に合ってい

るか、使いやすい物であるかなどを確認します。

　５月６日（木）までに、申し込みが必要です。

【相談内容】整形外科（補装具の判定）

【日　　時】５月１４日（金）１０：３０～１２：００

【場　　所】久慈市「元気の泉」

【申し込み・問い合わせ先】役場保健福課

　　　　　　　　　　　　　　　　　�７８－２９２７

　都市計画区域の用途が定められていない地域の建
築物の容積率や、建ぺい率などの規制を県が指定す
ることになりました。
　村では５月１７日から次のとおり、新たな基準とな
ります。
　この地域内で建築の確認申請を行う場合は事前に
ご確認ください。
【主な建築規制の基準】

【問い合わせ先】県建築住宅課�０１９－６５１－３１１１、
FAX０１９－６５１－４１６０、Ｅメール AG０００９@pref．iwate．

　歌謡曲や民謡など好きな曲にあわせて踊りってみ

ませんか。小中学生も大歓迎です。

　各地区の公民館や学校へも出張して、やさしくご

指導もします。

　お気軽にご連絡ください。会費は月額３００円。

練習は毎週土曜日、総合センターで小人１８：００～

２０：００、大人１９：３０～２１：３０です。

【申し込み・問い合わせ先】熊上スミ　�７８－２４２０

改　正　後改　正　前項　　目

一般型　２００%400%容　　積　　率

７０%　７０%建 ぺ い 率
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　春は就職、退職などで加入する年金が変更になること
が多い時期です。国民年金への加入手続きを忘れていま
せんか。
　日本国内に住む２０歳から６０歳までの人は何らかの公的
年金に加入することになっています。厚生年金や共済年
金の加入から、はずれた場合は国民年金への加入手続き
が必要です。厚生年金などに加入していた夫（または妻）
に扶養されていた人も退職により保険料を直接納める第１
号被保険者へ変更になります。
　届出が遅れると数カ月分の保険料がまとめて請求され
たり、将来の年金額が少なくなる場合もあります。人生
の節目には国民年金の届出もお忘れなく。

お知らせ
　毎月、久慈商工会議所で行われている年金相談（岩手
社会保険事務局二戸事務所主催）の時間が４月から延長さ
れます。どうぞご利用ください。（詳しいくは村のカレ
ンダーに毎月掲載されます）
　１日目 １３：００～１６：３０⇒これからは１日目 １０：３０～１６：００
　２日目 ９：００～１２：００　　　　　　２日目 ９：００～１５：００

《問い合わせ先》
☆岩手社会保険事務局二戸事務所　�０１９５－２３－４１１１
☆役場住民生活課国保年金係　　　�７８－２９２８

加入手続きは忘れずに

たくさん本を読んでね�たくさん本を読んでね�　眼下に広がる太平洋を一望しながら、お食事や

休憩を心ゆくまで満喫してください。

　○営業時間　１１：００～１４：００

　○メニュー　そば、うどん、各種丼物、

　　コーヒー、各種飲み物など

【問い合わせ先】

　国民宿舎えぼし荘

　�７８－２４９５、fax７８－２２２５

4月24日オープンします�4月24日オープンします�4月24日オープンします�

　野田駐在所に着任しました 伊  　  秀  光 で
い れい ひで みつ

す。野田村の雄大できれいな海に感動し

ました。

　犯罪の少ない安全な村ですが、高齢者

を狙う悪質商法にも目を光らせます。子

どもからお年寄りまで、皆さんが安心し

て生活できるようにがんばります。

【問い合わせ先】久慈警察署野田駐在所

�７８－２１６１

村のためにがんばります村のためにがんばります

　今春成人式に出席した６３人の新成人が村に対し、
児童図書８０冊を贈りました。
　代表の前田洋和さん（右）＝前田小路＝は「こ
れを読んだ子どもたちに、明るい未来を切り拓い
てほしい」と話し、子どもたちへの熱い思いが込
められているようです。
　寄贈された本は、村立図書館で読むことができ
ます。貴重な贈り物をくれた新成人のみなさん、
ありがとうございました。

どんどん借りてください ! どんどん借りてください !

プロフィル

昭和４７年岩手県

警採用。高速道

路交通警察隊、

鉄道警察隊、遠

野警察署上郷駐

在所などに勤務。

沖縄県那覇市出

身。２人の子ど

もは独立し駐在

所では妻と二人

暮らし。
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【締め切り】

　平成１６年４月３０日（金）（当日消印有効）
　広報や村に対する質問、身近な話題

などお寄せください。いろんな情報、

ちょっと一言、情報交換も大歓迎 !

〔家族入浴券当選者〕

　正解は１「プラスチックやゴム」で

した。当選した皆さんおめでとうござ

います！アジアングッズを送りますね。

　・佐々木　彩　乃さん　（門前小路）

　・小　野　真由美さん　（上　泉　沢）

　・臼　井　浩　子さん　（門前小路）

【応募方法】
　はがきにクイズの答えと住所・地区
名、氏名、年齢を明記してお送りくだ
さい。正解者の中から抽選で３名に家
族入浴券をプレゼント。応募は一人１
通。当選者発表とイラスト、声の欄の
氏名掲載はなるべく本名とします。

・イラスト

・聞きたいこと

・耳寄りな話

　　　　　　など

　何でもOK!

野
田
村
大
字
野
田
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０２８－８２０１

５／３１は自動車税の納期限

広報クイズ�広報クイズ�

　次の問題の正しい答えをはがきに
書いてお送りください。

　自動車税は４月１日現在の自動

車の所有者が納める県税です。５

月中旬に発送される納税通知書に

より、期限までに納めましょう。

【問い合わせ先】久慈地方振興局

企画総務部税務室　�５３－４９８６

高齢者の団体などへ助成

　地域への貢献活動をする高齢者

の団体などの事業を助成します。

希望する場合は事前にご連絡を。

【申し込み期限】５月１２日（水）

【問い合わせ先】久慈地方振興局

保健福祉環境部　�５３－４９８７

努力に乾杯 ! 佐々木監督（左）と明内さん（右）努力に乾杯 ! 佐々木監督（左）と明内さん（右）

　ピカピカの一年生が張り切って
入学しました。野田小学校に入学
した新入児の数は次のうちどれで
しょう？　
１．４.７人
２．４７人
３．４７０へえ

県職員・警察官の採用試験

　平成１７年４月１日から採用する

県職員の採用試験を行います。

【問い合わせ先】県人事委員会事

務局　�０１９－６２９－６２４１

青い鳥郵便ハガキの無料配付

　次の項目に該当する人へ一人に

つき２０枚まで無料で配布します。

　希望者は期限までに野田郵便局

へお申し出ください。

【対象者】身体障害者手帳（１・

２級）、療育手帳（Ａ判定）を所

有する人

【受け付け期限】５月３１日（月）

【問い合わせ先】野田郵便局　�

７８－２１５７
携帯電話からも１１９通報

　携帯電話からも１１９番に通報す

ることができます。次の点に注意

して正しく使いましょう。

●携帯電話からの通報であること

を伝えましょう

●どこで、何がどうなっているか、

近くに目標物はあるか

●運転中の場合は安全な場所へ停

車してから通報しましょう

【問い合わせ先】久慈消防本部　

�５３－０１１９

職業能力開発コース

　時間は９時から１６時。１カ月前

から２週間前までに電話などで受

け付けします。

【問い合わせ先】岩手県立久慈職

業能力開発センター　�７８－２１５７

コ　ー　ス月　日

二級建築士学科試験
受験対策（建築法規）

５月１８日 ･２５日

第二種電気工事士筆
記試験受験準備講習

　　２０日 ･２１日

ガーデニング基礎　　２６日 ･２７日

受け付け期間第１次試験試　験　名

５月６日
　～３１日

６月２７日上級試験

７月１１日警察官Ａ試験

８月２日
　～３１日

９月２６日
警察官Ｂ試験

初 ･中級試験

　村内に在住、または採用後に村内で居住できる人を募集します。

１　募 集 人 員

　　事務員　１人（２５以上４０歳未満の男性）

２　採 用 条 件

　　大型運転免許を所有し、パソコン操作ができる人

３　勤 務 場 所　国民宿舎えぼし荘

４　申し込み方法　履歴書を下記へ郵送、またはご持参ください

５　申し込み期限　平成１６年５月７日（金）

【申し込み・問い合わせ先】０２８－８２０１　野田村大字玉川２－６２－１

国民宿舎えぼし荘　�７８－２４９５　fax　７８－２２２５
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去
る
、
十
二
日
に
国
指
定
天
然
記
念

物
で
あ
る
盛
岡
市
の
石
割
桜
が
、
県
内

で
は
一
足
早
く
開
花
し
た
よ
う
で
あ
る
。

村
内
の
桜
も
つ
ぼ
み
を
日
増
し
に
大
き

く
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
好
天
に
誘
わ

れ
て
数
日
後
は
花
開
く
頃
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

北
国
で
も
、
春
爛
漫
の
季
節
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
と
こ
ろ

重
苦
し
い
日
々
の
連
続
で
あ
る
。

　

今
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
懇

談
会
の
市
町
村
合
併
問
題
で
あ
る
。
こ

の
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
回
を
含

め
て
五
回
の
実
施
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
一
番
多
か
っ
た
組
み
合
わ
せ
（
野
田

と
普
代
）
、
議
会
の
議
決
と
手
順
を
踏

ん
で
隣
り
村
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

協
議
会
で
決
定
し
た
内
容
は
、
本
庁

舎
（
新
し
く
選
挙
で
選
ば
れ
た
町
長
が

居
る
と
こ
ろ
）
は
現
在
の
野
田
村
役
場
。

郡
は
九
戸
郡
。
合
併
す
る
日
は
平
成
十

八
年
一
月
〜
三
月
ま
で
の
間
。
村
を
町

と
し
、
新
し
い
名
前
は
村
民
か
ら
の
公

募
と
す
る
。
税
金
、
ゴ
ミ
、
火
葬
及
び

し
尿
な
ど
は
今
ま
で
ど
お
り
と
す
る
、

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
万
人
以
下
の
合
併
で
あ
っ

て
も
す
ぐ
の
合
併
は
な
い
こ
と
（
国
が

明
言
し
て
い
る
）
、
普
代
村
の
借
金
が

多
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
長
い
年

月
で
返
す
も
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
皆

さ
ん
に
求
め
る
（
増
税
す
る
こ
と
）
こ

と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
。
買
い
物
、
通

学
、
通
院
な
ど
は
何
の
規
制
も
な
く
自

由
に
行
き
来
が
で
き
る
こ
と
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
野
田
村
の
名
前
こ

そ
な
く
な
り
、
新
し
い
名
前
に
な
っ
て

も
今
の
野
田
村
に
大
き
な
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
と
い

い
ま
す
が
、
こ
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
こ
と
も
確
か

で
す
。

　

合
併
し
て
も
城
（
役
場
）
が
残
る
と

い
う
こ
と
は
、
城
下
に
人
々
の
住
来
が

絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
な
る
発
展

を
意
味
し
ま
す
。

　

村
民
の
幸
せ
の
た
め
に
城
を
残
し
、

合
併
す
る
日
の
前
日
を
も
っ
て
村
長
職

に
あ
る
者
は
失
職
と
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
五
十
年
、

今
や
国
民
の
六
割
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
も
メ
デ
ィ
ア
は

発
達
し
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、
心
身
の
発
達

過
程
に
あ
る
子
ど
も
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
も
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
身
近
な
人

と
の
か
か
わ
り
あ
い
や
遊
び
な
ど
の
実
体
験
を

重
ね
て
人
間
関
係
を
築
き
、
体
も
心
も
成
長
発

達
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
生
活
で
は
、
外

遊
び
の
機
会
を
失
い
、
人
と
か
か
わ
る
こ
と
の

体
験
不
足
を
招
き
、
言
葉
や
豊
か
な
心
の
発
達

を
妨
げ
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
流
さ
れ
る
情
報
は
、
成
長
期
の

子
ど
も
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
、
暴
力
的
な

映
像
は
そ
の
後
の
暴
力
行
為
や
事
件
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
で
す
。
情
報

を
活
用
し
批
判
的
な
見
方
を
含
め
て
読
み
解
く

力
が
必
要
な
の
で
す
。

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
を
控
え
人
と
触
れ
る
時
間
を

　

そ
こ
で
、
日
本
小
児
科
医
会
で
は
、
現
代
の

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
を
次
の
よ
う
に
具

体
的
に
提
起
し
て
い
ま
す
。

１
、
二
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
の
視
聴
は

　

控
え
ま
し
ょ
う
。

２
、
授
乳
中
・
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
の

　

視
聴
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

３
、
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す
る
総
時
間

　

を
制
限
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
テ
レ
ビ

　

ゲ
ー
ム
は
一
日
三
十
分
ま
で
を
目
安
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

４
、 

子
ど
も
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
パ

　

ソ
コ
ン
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

５
、 

保
護
者
と
子
ど
も
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
上
手

　

に
利
用
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
私
た
ち
の
日
常
の
中
に
あ
ま
り

に
も
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
感
覚
が
麻
痺
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
一
度
、

子
ど
も
の
生
活
習
慣
を
含
め
、
自
分
の
生
活
と

メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
見
直
し
て
み
て
下
さ
い
。

大上有子
保健師

戸籍 の 口窓

人のうごき〈3月末現在〉�

　　　男　　２,６０２人（－２４）
　　　女　　２,７０１人（－３６）
　　　計　　５,３０３人（－６０）
　　世帯数　１,６４９戸（－１０）
●村内の交通事故　　　人身事故０件
　　　　　　　　　　　物損事故１３件
●救急車出動件数　　　　　　　１５件
　　　　　　　　　　（うち村外１件）
●飲酒運転検挙者数　　　　　　２人
　（中平地区の男性、下泉沢地区の女性、
　　平成１５年１０月からの累計２人）

☆お誕生おめでとう　　（敬称略）

煤賀　 捺 生   （　剛　・幸　代）前田小路
なつ き

吉田　　匠   　（幸吉・留美子）横　　町
たくみ

�いつまでもお幸せに
　　外　舘　　　久　　　　　港
　　田　村　聖　子　　　北　海　道
　　坂　本　俊　幸　　　門前小路
　　林　　　裕　美　　　久　慈　市
　　南　川　裕　輔　　　玉　　川
　　久　世　由　美　　　北　　区
　　小野寺　清　貴　　　横　　町
　　田　代　珠　貴　　　久　慈　市
　　中　岫　　　優　　　青　森　県
　　前　田　美奈子　　　前田小路
　　土　内　徳　剛　　　南　　浜
　　日　向　美由紀　　　山　形　村
　　藤　原　高　寛　　　久　慈　市
　　星　川　妙　子　　　前田小路
■ごめい福を祈ります
　大　沢　ミサヲ（90歳）上　新　
山
　大　平　ツ　ネ（86歳）下　泉　
沢
　新　山　薫　雄（70歳）前田小
路
　中　川　フ　ジ（87歳）玉　　
川
　川　口　キ　ク（62歳）根　　
井
　小野寺　音次郎（83歳）下　明　
内
　下　田　義　喜（71歳）南　　
浜
　小野寺　ヨシノ（66歳）下　明　

（
（
（
（
（
（
（

四
月
十
六
日　　

中
川
正
勝

No. ○１０９

　

今
年
度
も
引
き
続

き
広
報
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
記
事
に
関
係

な
く
、
ど
ご
だ
り
を

聞
く
素
人
広
報
マ
ン

の
つ
た
な
い
取
材
に

も
、
暖
か
く
ご
協
力

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の

大
き
な
心
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
お
手
柔
ら

か
に
。　
　
　
（
貮
又
）

・

・

・

・



佐
々
木
綾
乃
さ
ん（
門
前
小
路
・　

歳
）

１０

○貮
 

あ
り
が
と
う
!
毎
月
み
て
ネ

○貮
 

大
人
っ
ぽ
い
表
情
だ
ね

臼
井
浩
子
さ
ん（
門
前
小
路
・　

歳
）

１２

○貮
 

と
て
も
キ
レ
イ
な
イ
ラ
ス
ト
で
す

小
野
寺
ヨ
シ
ヱ
さ
ん（
南
浜
）

○貮
 

躍
動
感
あ
ふ
れ
て
ま
す

下
向
理
奈
さ
ん（
旭
町
・　

歳
）

１４

○貮
 

ス
ポ
ー
ツ
も
勉
強
も
ガ
ン
バ
ッ
テ

坂
元
明
美
さ
ん（
玉
川
・　

歳
）

１０
○貮
 

い
ー
雰
囲
気
で
す
ね

小
野
真
由
美
さ
ん（
上
泉
沢
・　

歳
）

１０

○貮
 

そ
ろ
そ
ろ
春
か
な
?

打
座
和
音
さ
ん（
北
区
・
７
歳
）

○貮
 

春
色
で
す
ね

打
座
美
優
さ
ん（
北
区
・　

歳
）

１０
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平成１６（２００４）年４月号
２０

役
場　

〒
０
２
８－

８
２
０
１　

岩
手
県
九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
第
二
十
地
割
十
四
番
地　

電
話
〇
一
九
四（
七
八
）二
一
一
一　

編
集
・
総
務
課　

印
刷
・
�有
 

ヘ
イ
ハ
ン
印
刷

広
報

古紙配合率 100％再生紙を使用しています

植物油、大豆インクを使用しています

No.
２３５

今回は北区の関本知之今回は北区の関本知之さんさん
（２３歳（２３歳））をを紹介します。紹介します。

翔   くん（根井）
しょう

平成１５年４月５日生まれ

玉川孝志・よし子さん　二男

－お父さん・お母さんから－

　思いやりのある

　　　優しい子になってね

 雄 心   くん（中平）
ゆう しん

平成１５年４月２８日生まれ

　橋本直人・

　　　智美さん　長男

　－お父さん・

　　　　お母さんから－

　　大きくなってねあやなちゃん（前田小路）

平成１５年４月１４日生まれ　�田陽一・利子さん　二女　
早く一緒にタンデムしよう（父）、ケーキ食べようね（ママ）、
お散歩しようね（お姉ちゃん）

祐   太
ゆう

   くん（北区）
た

平成１５年４月２８日生まれ

越戸典己・和美さん　長男

－お父さん・お母さんから－

元気で明るい子になってネ

―
お
仕
事
は

講
師
と
し
て
、
久
慈
中
学
校
に

勤
め
て
い
ま
す
。

―
趣
味
は

読
書
で
す
。
同
世
代
の
作
家
、

石
田
衣
良
さ
ん
の
作
品
が
大
好
き

で
す
ね
。

―
自
慢
で
き
る
特
技
は

オ
ム
ラ
イ
ス
を
半
熟
に
仕
上
げ

る
こ
と
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は

体
重
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
。

明
日
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
み
ま

す
。

―
大
事
に
し
て
い
る
も
の
は

自
分
に
命
を
く
れ
た
両
親
で
す

ね
。
満
さ
ん
、
節
子
さ
ん
あ
り
が

と
う
！

―
自
分
の
性
格
は

一
言
で
言
え
ば
陽
気
で
す
。

―
今
、
欲
し
い
も
の
は

調
理
師
免
許
が
ほ
し
い
で
す
。

五
年
前
か
ら
計
画
し
て
い
る
ん
で

す
が
。

―
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

自
分
と
似
た
価
値
観
を
持
つ
人

が
理
想
の
タ
イ
プ
で
す
ね
。

―
村
に
つ
い
て

豊
か
な
自
然
と
き
れ
い
な
星
が

見
え
る
夜
空
、
セ
キ
モ
ト
美
容
室

が
あ
る
村
が
大
好
き
で
す
。

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

横
町
の
澤
口
史
都
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

愛
し
て
ま
す
！
「
両
親
」
を


